
Ｈ
区
北
下（
Ⅰ
郭
の
北
端
下
）

弧
状
の
小
谷
部
に
は
、最
上
段
の
標
高
46
〜

41ｍ
に
、32
の
大
型
削
平
地（
全
長
44ｍ
、幅
5
〜

1ｍ
）が
あ
り
、こ
れ
か
ら
裾
部
に
か
け
て
、帯
状

削
平
地
と
小
段
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

規
模
の
大
き
な
47
の
削
り
落
し
も
あ
り
ま
す
。

47
は
東
側
の
標
高
44
〜
36ｍ
ラ
イ
ン
の
崖
面
が
、

長
さ
26ｍ
の
範
囲
で
、削
り
落
さ
れ
て
い
ま
す
。

48
は
、長
さ
21ｍ
、幅
4・5
〜
2ｍ
の
帯
状
削
平

地（
標
高
33ｍ
）で
す
。東
西
両
端
は
、幅
1ｍ
未

満
に
く
び
れ
て
、小
道
の
様
相
を
呈
し
ま
す
が
、

途
中
で
消
滅
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

49
は
、長
さ
14ｍ
、最
大
幅
7ｍ
で
、造
成
の
度

合
が
高
い
平
場
で
す
。標
高
31ｍ
で
、北
下
の
小

谷
が
、直
ぐ
そ
ば
で
す
。そ
の
意
味
か
ら
、こ
の
Ｈ

区
は
、防
御
面
で
弱
い
所
で
す
。そ
の
た
め
に
、帯

状
削
平
地・小
段・削
り
落
し
な
ど
の
造
成
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〔
付
記
〕

梅
雨
時
は
、調
査
が
、と
て
も
困
難
で
す
。特

に
斜
面
部
は
、滑
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で

す
。梅
雨
明
け
の
月
末
は
、バ
タ
バ
タ
で
危
険
個

所
を
調
査
し
ま
し
た
。そ
れ
に
し
て
も
、梅
雨
の

戦
は
、敵
と
味
方
、ど
ち
ら
に
有
利
に
働
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

2ｍ
の
帯
状
削
平
地
で
す
。造
成
の
度
合
が
高

く
、中
央
部
の
標
高
は
38ｍ
、上
段
の
主
軸
尾
根

5
と
は
、9ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
ま
す
。南
西
端

か
ら
8ｍ
の
所
に
は
、崩
れ
落
ち
た
大
岩
が
座
って

い
ま
す
。南
西
端
で
は
、段
下
が
り
で
37
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

下
段
の
44
は
、39
に
並
列
す
る
帯
状
削
平
地

で
、長
さ
28ｍ
、幅
4
〜
1・5ｍ
、2ｍ
の
高
低
差
が
あ

り
ま
す
。さ
ら
に
、周
囲
に
は
、3
か
所
に
小
段
が

あ
り
ま
す
。こ
こ
ま
で
下
る
と
、谷
底
が
、も
う

間
近
で
す
。

Ｊ
区
は
、比
較
的
、傾
斜
が
穏
や
か
な
の
で
、

裾
部
近
く
ま
で
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
区（
Ⅰ
郭
〜
Ⅱ
郭
の
尾
根
筋・南
側
）

先
月
号
で
報
告
し
ま
し
た
様
に
、こ
の
区
画
に

は
高
さ
15
〜
20ｍ
近
い
絶
壁
ラ
イ
ン
が
、連
な
って

い
ま
す
。そ
れ
で
も
、縁
部
に
犬
走
り
の
42
と
43

が
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。先
月
は
、こ
こ
ま
で
、調

査
し
ま
し
た
。

45
は
、さ
ら
に
下
位
の
犬
走
り
で
す
。梅
雨
が

明
け
て
、足
場
が
改
善
さ
れ
た
の
で
、思
い
切
っ
て

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。上
段
43
と
の
高
低
差

は
1・1ｍ
で
、弧
状
の
形
を
し
て
い
ま
す
。全
長
36

ｍ
、幅
2・5
〜
1・5ｍ
で
、こ
れ
よ
り
下
位
は
、凝
灰
岩

の
絶
壁
に
な
り
ま
す
。南
端
で
、段
上
が
り
の
46

に
繋
が
り
ま
す
。46
は
、長
さ
17・5ｍ
、幅
2・5
〜

1・5ｍ
の
大
き
さ
で
す
。

月
は
、10
日
に
台
風
8
号
が
鹿
児
島

に
上
陸
し
ま
し
た
。12
日
か
ら
は
、現

場
で
、蝉
が
、う
る
さ
く
鳴
き
始
め
ま

し
た
。梅
雨
明
け
は
、23
日
に
ず
れ
こ
み
、30
日
の

夕
方
に
は
、突
風
を
伴
っ
た
凄
ま
じ
い
雷
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。今
年
も
、夏
の
到
来
で
す
。

現
場
は
、Ⅰ
郭
の
調
査
が
、ほ
ぼ
、終
了
し
ま
し

た
。図
化
し
た
縄
張
り
は
、南
北
の
長
さ
2
1
8

ｍ
、東
西
幅
1
2
6ｍ
の
規
模
が
あ
り
、山
中
、ほ

と
ん
ど
の
個
所
が
造
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。標
高

は
、最
高
所
で
58
・
8
ｍ
、最
下
位
の
測
量
地
点

は
、北
端
下
の
窪
地
が
27
・
9
ｍ
で
し
た
。低
平

な
、楯
状
の
山
に
築
か
れ
た
山
城
で
あ
る
事
を
伝

え
て
い
ま
す
。

前
述
の
よ
う
に
奥
行
き
の
深
い
縄
張
り
で
、平

場
箇
所
で
の
造
成
の
度
合
も
高
く
、各
法
面
に

は
、顕
著
な
削
り
落
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら

に
、西
縁
と
南
縁
に
は
、高
低
差
の
あ
る
凝
灰
岩

の
絶
壁
が
連
な
って
お
り
、天
然
の
要
害
と
は
、ま

さ
に
、こ
の
様
な
状
態
を
言
い
ま
す
。

こ
の
様
に
、Ⅰ
郭
は
、江
栗
城
の「
詰
め
の
城
」

と
し
て
の
面
影
を
今
に
強
く
残
し
て
い
ま
す
。不

利
な
戦
況
に
な
っ
た
場
合
、敵
勢
を
誘
い
込
ん
で
、

最
終
的
な
戦
い
を
行
う
手
筈
に
な
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。今
月
は
、残
り
4
か
所
の
内
3
か
所
で
、

調
査
を
終
え
ま
し
た
。

Ｊ
区（
南
東
斜
面
部
）

39
は
、「
く
」の
字
を
し
た
全
長
55ｍ
、幅
7
〜

７
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史
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ワ
ー
ク
推
進
事
業
実
行
委
員
会

　☎
０
９
６
８・７
３・１
０
２
２

　有
明
保
健
所  

☎
０
９
６
８・７
２・２
１
８
４

人
と
の
交
流
や
外
出
に
不
安
が
あ
り
、家
族

以
外
の
人
と
の
交
流
の
機
会
が
少
な
い
人
や
そ

の
家
族
の
為
に
左
記
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
中
学
校
卒
業
後
の
人
、家
族
が
対
象
）

①『
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
個
別
相
談
』

　本
人
ま
た
は
家
族
の
た
め
の
個
別
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②『
本
人
の
集
い

　ゆ
る
っ
と
ス
ペ
ー
ス

CoCo

』

　落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
お
し
ゃ
べ
り

や
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
な
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

実
施
日
　毎
週
水・金
曜
日

　
　
　
　午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

交
流
ゲ
ー
ム・ス
ポ
ー
ツ・料
理
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン・ス
ト
レ
ス
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
散

策・施
設
見
学
な
ど

③『
家
族
セ
ミ
ナ
ー
』

　家
族
が
、ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
学
習
を
し
た
り
、意
見
交

換
を
行
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

実
施
日
　

１０
月
１５
日
　１２
月
１７
日
　２
月
１８
日

※
い
ず
れ
も
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、と
も
に
支

え
あ
っ
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

と
き
　１０
月
５
日（
日
）午
後
１
時
３０
分

　
　
　〜
午
後
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
　玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　無
料

内
容
　玉
名
市
少
年
少
女
合
唱
団・ア
ン
サ
ン

ブ
ル・ゲ
ス
ト
の一之
瀬
た
け
し
氏
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
先
　有
明
地
域
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ
先

　県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（熊
本
市
東
区
月
出
３
丁
目
１
１ー
２
０
）

☎
０
９
６・３
８
６・１
１
６
６

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
暴
行・虐
待

な
ど
が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
解
決
を
図
る
た
め
、人
権
擁
護
委
員・法
務

局
職
員
が
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　
　９
月
８
日（
月
）〜
９
月
１２
日（
金
）

　
　午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

　
　９
月
１３
日（
土
）・１４
日（
日
）

　
　午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

相
談・問
い
合
わ
せ
先

　法
務
局
人
権
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み

の
減
量
を
考
え
よ
う
と
、ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

フ
ァ
イ
ブ
で
、ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
環
境

＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

思
わ
ぬ
掘
り
出
し
物
が
手
に
入
る
リ
サ
イ
ク
ル

抽
選
会
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
リ
サ
イ
ク

ル
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
楽

し
み
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

子どもと高齢者の交通事故防止 平成26年 9月21日（日）～30日（火）

第5回 交通安全の集い
平成26年  9月23日（火・祝日） 午前9：00～12：00
玉名市民会館（玉名市岩崎）

子どもと高齢者の交通事故防止 平成26年 平成26年 平成26年 平成26年 平成26年 9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）9月21日（日）～30日（火）

第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い第5回 交通安全の集い
秋の全国交通安全運動

第
14
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　Ｉ
Ｎ
　Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
取
組
の
ご
案
内

高
齢
者・障
が
い
者
に
対
す
る

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
開
催

第
８
回
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
環
境

＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
！

く ら し の 情 報
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